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社協だより

大田市社協Ｆｂ大田市社協ＨＰ

「大田市のこどもたちの未来のために」という想いを寄付
という形にし、こども・子育て世帯を対象とした様々な
支援活動につなげる仕組みです。
＼皆様のご寄付がこんな取組みに活かされます！／
●こども・若者の居場所づくり ●子育て世代の交流やつながりづくり
●こどもや子育て世帯を対象としたボランティア活動 など

ご寄付の受付・お問合せについては
大田市社会福祉協議会まで

＜こども未来基金について＞

ご協力をお願いします！

大田市内の
こども・子育て世帯への支援活動や
ネットワークづくりに活かされます 大田ロータリークラブ様より

こども未来基金へのご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

子育てサロン交流会

ふたご親子交流事業  わくわく交流会

子育てイベントを開催しました！

　大田市内で開催される子育て支援活動・イベント情報などは「すくすくおおだっ子
公式ＬＩＮＥ」から随時配信しています。登録は右記２次元コードよりお願いします。

　７月５日、仁摩保健センターにて、５組のふたごとパパ・
ママ、きょうだい合わせて18名の参加がありました。
　今回は、「はぴねすバンド‼」さんを招いて、子どもたちと
一緒に歌ったり踊ったり、楽器に触れるなどの体験をしまし
た。参加された皆さんからは「歌ったり踊ったりするイベン
トの参加は初めてでしたが、楽しんでいる様子が見られて
良かったです」「ギターなどに触れ合う機会が今までなかっ
たので、良い刺激になりました」などの感想をいただき、
楽しい交流会となりました。

よし　や　 いずみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月７日、大田まちづくりセンターにて、0～2才までの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未就園児の親子13組26名の参加がありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回はアツタ音楽教室の葭矢和泉さんをお招きし、七夕を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマに歌や絵本の読み聞かせなど、会場にいる全員が楽し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　める内容で開催していただきました。また、市内の子育てサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロン団体にもご協力いただき、お母さんたちにサロン団体を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知ってもらえる良い機会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加された皆さんからは「色々な企画があって親子で楽し
めました」「盛りだくさんの企画で楽しかったです」などの声をいただきました。　
　今後もこのような交流会を予定しております。



○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
紹
介
・
情
報
提
供

○
F
a
c
e
b
o
o
k
や
社
協
公
式
L
I
N
E

　
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

○
大
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
利
用
団
体
総
数
：
１
，１
２
４
団
体

　
利
用
者
総
数
：
１
９
，２
８
５
名

【
実
施
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
り
の
推
進

　1．
交
流
と
つ
な
が
り
に
よ
る
福
祉
教
育
・
人

　
づ
く
り
の
推
進
と
支
え
合
い
の
意
識
醸
成

(1)
様
々
な
主
体
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

　
た
福
祉
教
育
の
推
進

・
小
学
校
：
10
校
（
実
施
回
数
：
22
回
）

　
対
象
者
数
：
延
４
４
９
名

・
中
学
校
：
２
校
（
実
施
回
数
：
４
回
）

　
対
象
者
数
：
延
１
８
０
名

・
高　
校
：
１
校
（
実
施
回
数
：
４
回
）

　
対
象
者
数
：
延
１
０
３
名

・
行
政
：
大
田
教
育
フ
ェ
ス
タ（
大
田
市
教
育

　
委
員
会
主
催
）に
て
体
験
ブ
ー
ス
を
設
置

　
参
加
人
数
：
94
名

(2)
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
（
障
が
い
に
つ
い
て

　
の
理
解
）
の
推
進

　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
研
修
受
講
者
数
：
延
11
名

(3)
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
：
受
講
者
13
名

(4)
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
：
受
講
者
６
名

(5)
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
：
修
了
者
12
名

(6)
福
祉
出
前
講
座
：
派
遣
回
数
72
回

(7)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
登
録
者
へ
の
情
報
提

　
供
と
活
動
支
援

・
相
談
件
数
：
５
件
（
施
設
イ
ベ
ン
ト
、
地

　
域
イ
ベ
ン
ト
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

○
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
調
整

　
派
遣
調
整
件
数
：
15
件

○
関
係
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会

○
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
使
用
済
み
切
手
の
収
集

基
本
方
針
１
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【
事
業
の
概
要
と
総
括
】

　
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
本
会
」

と
い
い
ま
す
。）で
は
、令
和
７
年
度
に
お
い

て
、「
第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基

づ
き
、『
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
「
暮
ら
し
」

を
つ
く
る
』
を
基
本
理
念
と
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
４
つ
の
基
本
方
針
を
事
業
計
画
に

掲
げ
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
つ
目
の
基
本
方
針
「
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、
情
報
発
信
や

養
成
講
座
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
を
通
し
て
、

交
流
と
つ
な
が
り
に
よ
る
福
祉
教
育
・
人
づ

く
り
の
推
進
と
支
え
合
い
の
意
識
醸
成
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会
や
研
修
会

等
の
開
催
、
地
域
の
活
動
へ
の
助
成
な
ど
を

通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
た
地
区
社
協
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充

実
と
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
や
居
場
所
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
連
絡
会
な
ど
を
通
し
て
、
民
間

企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
協
働
し
た
地
域

生
活
課
題
解
決
に
向
け
た
機
運
醸
成
等
を
図

り
ま
し
た
。

　
次
に
二
つ
目
の
「
包
括
的
な
支
援
体
制
の

構
築
」
で
は
、
生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
重
層
的

な
支
援
体
制
の
整
備（
ふ
く
し
よ
ろ
ず
相
談
、

専
門
相
談
、
多
機
関
協
働
事
業
等
）
な
ど
を

通
し
て
、
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備

と
そ
の
運
営
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
三
つ
目
の「
権
利
擁
護
の
取
組
み
と
認
知
症

施
策
の
充
実
」で
は
、日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
や
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
を
通
し
て
、権
利
擁
護
制
度
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、子
育
て
サ
ロ
ン
等
へ

の
活
動
支
援
や
親
子
交
流
な
ど
を
通
し
て
、こ

ど
も
の
権
利
擁
護
の
推
進
と
子
育
て
世
帯
の

つ
な
が
り
づ
く
り
等
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や

介
護
予
防
教
室
等
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
認

知
症
施
策
の
推
進
も
図
り
ま
し
た
。

　
四
つ
目
の
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、関
係
機
関

と
連
携
し
、罪
を
犯
し
た
人
の
再
犯
防
止
施
策

や
自
死
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。ま
た
、住
居

確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援
や
緊
急
時
生
活

サ
ポ
ー
ト
、生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
の

助
成
な
ど
を
通
し
て
、
安
心
し
た
地
域
生
活

の
基
盤
と
な
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
訓
練

な
ど
を
通
し
て
、
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
機
運
醸
成
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
以
上
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
も
と
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
自
治
会
を
は
じ
め

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
各
関
係
機
関
・
団

体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
法
人
経
営
の
状
況
】

　1．
法
人
運
営
事
業

○
理
事
会
：
５
回

○
評
議
員
会
：
３
回

○
監
査
：
１
回

○
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
：
１
回

○
苦
情
解
決
の
た
め
の
第
三
者
委
員
へ
の
苦

　
情
、
相
談
：
０
件

○
消
費
税
申
告
・
納
付

○
源
泉
徴
収
事
務

○
社
会
保
険
業
務
等
の
労
務
事
務

○
36
協
定
の
締
結
・
届
出

○
就
業
規
則
変
更
届
の
届
出

○
資
産
の
変
更
登
記

○
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
変
更
届
の
届
出

○
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
見
直
し
・
確
認

○
社
協
だ
よ
り
の
発
行
：
６
回

○
企
業
・
団
体
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
連
携

・
島
根
県
立
邇
摩
高
等
学
校
：
参
加
者
数  

　
（
１
年
生
）
79
名

　
協
力
者
：
２
名

(8)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
事
業

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ
の
開
催

　
実
施
回
数
：
12
回

　
参
加
者
数
：
延
１
４
６
名

○
大
田
市  

子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
実
施
団
体
交
流
会

　
参
加
団
体
及
び
人
数
：
実
施
団
体 

８
団
体 

13
名

　
関
係
機
関　
２
団
体　
４
名

(9)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
手
続
き
事
務

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
加
入
者
数
：
１
，６
５
９
名
／
事
故
対
応
：
２
件

○
送
迎
サ
ー
ビ
ス
保
障

　
加
入
件
数
：
25
件
／
事
故
対
応
：
０
件

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
加
入
件
数
：
１
７
５
件
／
事
故
対
応
：
１
件

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
補
償

　
加
入
件
数
：
30
件
／
事
故
対
応
：
３
件

(10)
民
間
助
成
事
業
等
に
関
す
る
情
報
提
供
及

　
び
申
請
支
援

○
ゆ
め
い
く
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
事
業
助
成
金

　
申
請
支
援
：
１
件
（
助
成
決
定
：
１
件
）

　
（
公
財
）み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
資
金
助
成
事
業
申
請
支
援
：
１
件

○
山
陰
中
央
新
報
社
会
福
祉
事
業
団「
愛
の
と

　
も
し
び
募
金
」助
成
事
業
申
請
支
援
：
２
件

　
（
助
成
決
定
：
２
件
）

(11)
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
貸
出
事
業

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具

　
貸
出
し
：
４
６
０
件

　
資
機
材
等
の
貸
出
し
：
３
９
９
件

　2．
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
区
社
協

　
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充
実
と
地
域
に
お
け
る

　
つ
な
が
り
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

(1)
地
区
社
協
連
絡
会
議
：
２
回
／
延
べ
参
加
者
：
73
名

(2)
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業
：
27
地
区

○
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
研
修
：
参
加

　
者
数
延
５
９
９
名

事
業
報
告

令　和
７年度
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(3)
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業
：
22
地
区
（
参

　
加
者
数
：
延
４
５
２
名
）

(4)
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

○
地
域
組
織
体
制
の
整
備
と
事
業
運
営
の
支
援

　
訪
問
地
区
数
：
25
地
区　
訪
問
回
数
：
２
４
５
回

◯
事
業
に
関
連
す
る
会
議
及
び
研
修
等
へ
の
参
加

①
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事

　
業
協
議
：
出
席
回
数
５
回

②
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

　
的
事
業
定
例
会
：
出
席
回
数
２
回

③
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
Z
oo
m 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

(5)
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
情
報
交
換
会
・
研
修
会

①
定
例
会
の
開
催
：
７
回

②
情
報
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
：
３
回

○
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
：
２
回

　
参
加
者
57
名

○
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
の
開
催
：
２
回　
参
加
者
１
３
３
名

(6)
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

・
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体
：
１
２
０
団
体

・
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体
交
流
会
：
参
加
者
55
名

・
サ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
：
参
加
者
１
５
５
名

・
活
動
団
体
へ
の
訪
問
等
に
よ
る
活
動
状
況

　
の
把
握
及
び
活
動
支
援
：
５
０
５
件

(7)
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
実
施
団
体
：
３
団
体（
参
加
者
：
延
１
８
０
名
）

(8)
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
応
援
助
成
事
業

　
申
請
団
体
：
１
団
体

(9)
食
を
起
点
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業

　
「
こ
ね
く
と
食
堂
」

　
実
施
回
数
：
12
回

　
参
加
者
数
：
延
７
２
８
人

(10)
多
文
化
交
流
の
場
づ
く
り
：
参
加
者
数
７

　
名
（
う
ち
在
住
外
国
人
４
名
）

(11)
会
議
等
へ
の
参
画

○
青
少
年
の
居
場
所　
ゆ
き
み
ー
る
運
営
等
検
討
会

　3．
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
協
働
し
た
地

　
域
生
活
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

(1)
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
に

　
基
づ
く
連
携

　
対
応
件
数
：
２
件 

(2)
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進

　
助
成
金
配
分
実
績
額
：
６
，２
０
８
，９
２
０
円

(3)
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
寄
附
活
動
の
推
進

(4)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

・
総
会
の
開
催
：
２
回

・
住
民
を
対
象
と
し
た
非
常
時
等
提
供
可
能

　
な
資
源
の
リ
ス
ト
化

　4．
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
人
権
施
策
の

　
推
進

(1)
役
職
員
の
人
権
研
修
の
実
施

(2)
大
田
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
推
進

○
在
住
外
国
人
へ
の
相
談
対
応
：
４
世
帯

(3)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

○
大
田
圏
域
女
性
に
対
す
る
暴
力
対
策
関
係

　
機
関
連
絡
会

○
在
住
外
国
人
共
生
市
民
の
会

　
　
　
　
　
　
　
包
括
的
な
支
援
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
構
築

　5．
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
に
向
け
た
生
活

　
支
援
の
充
実

(1)
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
（
生
活

　
困
窮
者
相
談
窓
口
）

(2)
自
立
相
談
支
援
事
業

○
新
規
相
談
者
数
：
57
名

○
新
規
相
談
内
容（
困
り
ご
と
）：
１
０
９
件

○
緊
急
一
時
的
支
援
の
実
施
状
況
：
３
６
４
件

○
初
期
対
応
状
況
（
初
回
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
実
施
時
の
状
況
）

・
自
立
支
援
計
画
策
定
前
支
援
終
了
件
数
：
74
件

○
自
立
支
援
計
画
策
定
及
び
評
価
状
況

・
支
援
決
定
、
確
認
件
数
：
22
件

　
（
う
ち
、
家
計
改
善
支
援
事
業
利
用
12
件
、

　
就
労
準
備
支
援
事
業
利
用
２
件
）

・
プ
ラ
ン
の
評
価
実
施
件
数
：
31
件

・
評
価
結
果

　
※
一
般
就
労
開
始
：
４
名

　
※
就
労
収
入
等
の
増
加
：
５
名

○
支
援
状
況

　
電
話
や
面
談
、
他
機
関
と
の
調
整
な
ど
、

　
相
談
支
援
の
延
べ
件
数
：
１
，９
６
２
件

　
連
携
強
化
の
成
果
と
し
て
、
他
機
関
と
の

　
電
話
照
会
・
協
議
５
２
７
件

　
※
家
計
改
善
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援

　
事
業
の
活
用

(3)
家
計
改
善
支
援
事
業

○
家
計
改
善
支
援
プ
ラ
ン
策
定
件
数
：
11
件

○
家
計
改
善
支
援
プ
ラ
ン
評
価
実
施
件
数
：
17
件

(4)
就
労
準
備
支
援
事
業

○
利
用
実
績

・
利
用
人
数
：
２
名
（
社
会
と
の
つ
な
が
り

　
応
援
事
業
の
活
用
、
職
場
見
学
・
体
験
）

・
定
期
的
な
訪
問
（
8
0
5
0
問
題
を
抱
え

　
る
世
帯
等
に
訪
問
し
信
頼
関
係
の
構
築
）

・
職
場
体
験
、
職
場
見
学
協
力
事
業
所
の
開

　
拓　
協
力
事
業
所
：
６
社

(5)
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等
の
た
め
の

　
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

・
移
動
・
外
出
、
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域

　
活
動
へ
の
助
成
：
２
地
区

(6)
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
充
実
に
よ
る
自
立
相

　
談
支
援
機
関
機
能
強
化
事
業

○
ひ
き
こ
も
り
相
談
の
状
況　
本
人
や
家
族

　
の
相
談
・
支
援

　
電
話
延
べ
件
数
：
21
件

　
来
所
・
訪
問
延
べ
回
数
：
32
回

(7)
生
活
福
祉
資
金
貸
付

・
貸
付
相
談
支
援
延
件
数
：
２
９
３
件

・
貸
付
決
定
数
：
９
件

・
貸
付
金
額
：
３
，０
９
０
，０
０
０
円

(8)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
貸
付
の
借
受

　
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援

　
特
例
貸
付
の
借
受
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

　
プ
支
援
状
況

　
２
８
４
件
（
手
続
：
47
件
、
訪
問
：
21
件
、

　
関
係
機
関
連
携
：
２
１
６
件
）

(9)
民
生
融
金
貸
付
（
生
活
資
金
・
緊
急
現
金
）

・
貸
付
実
績
：
28
件
／
３
６
０
，０
０
０
円

・
償
還
状
況

　
償
還
件
数
・
金
額
：
67
件
／
３
３
２
，０
０
０
円

　
償
還
完
了
件
数
：
26
件

(10)
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

・
食
料
寄
付
件
数
：
１
４
８
件

・
食
料
支
援
件
数
：
３
０
６
件

(11)
学
生
服
等
活
用
事
業

・
対
象
物　
市
内
の
小
・
中
学
校
及
び
近
隣

　
高
校
の
制
服
、
体
操
服

・
寄
付
者
数
：
７
名
か
ら
53
品

・
提
供
世
帯
数
：
４
世
帯

(12)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
地
域
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
自
立

　
促
進
事
業
協
議
会

　6．
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備
（
大
田
市
重

　
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
）

(1)
ふ
く
し
よ
ろ
ず
相
談（
総
合
的
な
相
談
窓
口
）

　
受
付
件
数
：
３
８
０
件（
新
規
受
付
相
談
）

　
処
理
状
況
：
課
題
解
決
：
60
件

　
中
断
等
：
１
件

　
つ
な
ぎ
対
応
：
44
件

　
継
続
対
応
：
２
７
５
件

(2)
司
法
書
士
相
談
：
11
回　
相
談
者
36
名

(3)
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
会
（
パ
ソ

　
コ
ン
法
律
相
談
）：
９
回　
相
談
者
21
名

(4)
関
西
大
学
法
科
大
学
院
出
張
法
律
相
談

　
受
付
件
数
：
７
件

(5)
多
機
関
協
働
事
業
（
大
田
市
地
域
福
祉
推

　
進
支
援
機
関
実
務
者
会
議
、
多
機
関
協
働

　
研
修
会
）

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
会
議
の
設
置
・
開
催
：
12
回

○
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
実
務
者

　
会
議
の
開
催

・「
個
別
会
議
」（
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催
）

　
開
催
実
績
：
41
回
／
24
事
例

　
（
う
ち
28
回
は
社
福
法
第
１
０
６
条
の
６

　
規
定
の
支
援
会
議
と
し
て
開
催
）

　
プ
ラ
ン
作
成
：
７
件

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
開
催
：
４
件

基
本
方
針
２



・「
全
体
会
議
」（
偶
数
月
定
期
開
催
）

　
開
催
実
績
：
６
回（
延
べ
出
席
者
数
：
２
０
４
名
）

(6)
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

○
相
談
対
象
者
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
訪
問
：
延
80
件

　
同
行
支
援
：
延
90
件

・
民
生
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
と
の
連
携
推
進

　
定
例
会
出
席
回
数
：
延
１
３
８
回

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援

　
に
関
す
る
相
談
対
応

　
相
談
受
付
数
：
19
件

・
支
援
関
係
者
等
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
個

　
別
状
況
の
把
握

　
開
催
実
績
：
25
回
（
15
事
例
）

(7)
参
加
支
援
事
業
（
社
会
と
の
つ
な
が
り
応

　
援
事
業「
こ
ね
く
と
」、は
た
ら
く
き
っ
か

　
け
応
援
事
業
「
こ
ね
く
と
ス
テ
ッ
プ
」）

・
参
加
に
関
す
る
相
談
の
受
付

　
相
談
受
付
件
数
：
17
件

・
地
域
に
お
け
る
参
加
支
援
促
進
に
向
け
た
働
き
か
け

　
会
議
等
へ
の
参
加
：
延
５
２
１
回

　
活
動
場
面
へ
の
参
加
：
延
２
５
１
回

・
参
加
に
関
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

　
卓
笑
ク
ラ
ブ
：
24
回
開
催

・
研
修
会
の
開
催
：
参
加
者
40
名

○
社
会
と
の
つ
な
が
り
応
援
事
業「
こ
ね
く
と
」

　
開
催
実
績
：
49
回

　
参
加
者
数
：
延
３
５
０
人

　
こ
ね
く
と
サ
ポ
ー
タ
ー
：
延
86
人

○
は
た
ら
く
き
っ
か
け
応
援
事
業
「
こ
ね
く

　
と
ス
テ
ッ
プ
」

　
開
催
実
績
：
61
回
（
商
品
ラ
ベ
ル
貼
り
、

　
古
切
手
整
理
、
梱
包
作
業
、
海
藻
の
木
材

　
等
除
去
、
ウ
エ
ス
作
り
な
ど
）

　
登
録
者
：
18
名

　
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
登
録
：
５
団
体

(8)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
推
進
事
業

　
企
画
・
取
組
み
実
績
：
２
件

　
企
画
内
容
：

　
①
多
機
関
連
携
に
よ
る
子
ど
も
を
中
心
と

（４）社協だより 第125号 2026.8

　
し
た
居
場
所
づ
く
り（
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
）

　
②
地
域
交
流・居
場
所
づ
く
り（
地
域
食
堂

　
開
設
）に
向
け
た
協
議
の
場

(9)
同
行
支
援
事
業

　
支
援
対
象
者
：
62
名（
新
規
利
用
同
意
：
11
名
）

(10)
衣
類
ド
ラ
イ
ブ

　
夏
物・冬
物
衣
類
２
回
開
催
：
延
べ
来
場
者
３
３
３
名

(11)
生
活
物
品
利
活
用
事
業「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」

　
メ
ー
ル
登
録
者
数
：
13
名

　
相
談
・
対
応
件
数
：
４
件

(12)
高
齢
者
の
実
態
把
握

(13)
高
齢
者
等
の
総
合
相
談
窓
口
（
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー
）

○
総
合
相
談
業
務
実
績

　
面
談
や
電
話
相
談
等　
延
べ
件
数
：
２
，０
８
２
件

(14)
介
護
予
防
支
援・介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
介
護
予
防
支
援
４
７
４
件（
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
２
５
８
件
、
委
託
２
１
６
件
）

　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
１
３
５
件（
地
域

　
包
括
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
77
件
、委
託
58
件
）

(15)
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業

○「
個
別
会
議
・
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
会
議
」

　
開
催
状
況

　
実
施
状
況
（
６
月
〜
１
月
実
施
）

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所　
　
第
２
月
曜
日
開
催
：
16
事
例

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
第
４
月
曜
日
開
催
：
６
事
例

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護　
１
月
開
催
：
２
事
例

(16)
包
括
的・継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援（
主
任

　
介
護
支
援
専
門
員
勉
強
会
の
開
催・支
援
、介
護
支

　
援
専
門
員
へ
の
支
援
、多
機
関
連
携
）

○
居
宅
支
援
事
業
所
部
会
へ
の
参
画

　
実
施
日
：
偶
数
月　
第
３
水
曜
日

　
実
施
回
数
：
６
回

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
ス
ー
パ
ー

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
事
例
検
討
会

　
実
施
日
：
奇
数
月　
第
３
水
曜
日

　
実
施
回
数
：
４
回

○
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
の
開
催

　
参
加
人
数
：
40
名

(17)
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備
と
情
報
提
供

(18)
会
議
等
へ
の
参
画

○
居
宅
介
護
支
援
部
会

○
大
田
市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議

○
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
代
表
者
会
議

○
法
テ
ラ
ス
島
根
地
方
協
議
会
及
び
大
田
市
連
絡
会
議

○
大
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
権
利
擁
護
の
取
組
み
と

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
施
策
の
充
実　

　7．
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
（
大
田
市
成

　
年
後
見
利
用
促
進
計
画
）

(1)
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
利
用
件
数
：
78
件

　
新
規
利
用
件
数
：
15
件

　
終
了
件
数
：
10
件

　
相
談
支
援
件
数
：
延
２
，７
６
４
件

・
生
活
支
援
員
研
修
会（
生
活
支
援
員
：
登
録
者
17
名
）

①
県
社
協
主
催　
生
活
支
援
員
研
修
会
：
オ

　
ン
ラ
イ
ン
参
加
10
名

②
本
会
主
催　
生
活
支
援
員
研
修
会
：
参
加
者
10
名

(2)
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か
ら
成
年
後
見

　
制
度
へ
の
移
行
連
携

　
後
見
移
行
：
３
件

(3)
法
人
後
見
事
業

○
被
後
見
人
等
に
対
す
る
成
年
後
見
制
度
に

　
基
づ
く
支
援
（
財
産
管
理
・
身
上
保
護
）

　
受
任
件
数
：
10
件
※
新
規
受
任
：
１
件　

○
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
会
議
へ
の
参
加
：
２
回

(4)
法
人
後
見
運
営
委
員
会
の
開
催
：
１
回

(5)
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

○
相
談
支
援
機
能
の
充
実

　
相
談
件
数
：
23
件

　
専
門
職
候
補
紹
介
件
数
：
８
件

○
後
見
人（
市
民
後
見
人
・
親
族
後
見
人
）の
サ
ポ
ー
ト

・
市
民
後
見
人
の
推
薦
：
６
名（
選
任
６
名
）

○
市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
開
催

　
令
和
７
年
６
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
ま
で

　
全
10
回
：
受
講
者
：
15
名

○
市
民
後
見
人
の
監
督
・
支
援

・
市
民
後
見
人
活
動
数
：
25
件
受
任
活
動
中

○
成
年
後
見
制
度
・
私
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト

　
出
前
講
座
の
開
催

　
開
催
回
数
：
５
回

　
参
加
者
数
：
１
２
６
名

　
私
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
販
売
数
：
63
冊

○
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
員
会
の
開
催
：
１
回

○
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加

・
持
続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業

　
実
施
団
体
連
絡
会

・
地
域
の
権
利
擁
護
支
援
体
制
づ
く
り
推
進

　
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
福
祉
法
人
の
潜
在
能
力
を
生
か
し
た
権

　
利
擁
護
体
制
づ
く
り
事
業
推
進
セ
ミ
ナ
ー

○
出
雲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
及
び

　
定
例
会
へ
の
参
加
：
12
回

○
身
寄
り
の
な
い
方
の
権
利
擁
護
対
策
に
つ
い
て

(6)
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
体
制
の
整
備

(7)
中
核
機
関
へ
の
参
画

・
家
事
関
係
連
絡
会

・
島
根
県
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
協
議
会

(8)
会
議
等
へ
の
参
画

○
出
雲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
定
例
会

○
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
権
利
擁
護
部
会

　8．
認
知
症
施
策
の
推
進

(1)
介
護
予
防
教
室
及
び
介
護
予
防
普
及
啓
発

　
介
護
予
防
教
室　
実
施
回
数
：
７
回　
　

(2)
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
・
運
営

○
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
会
議

　
会
議
開
催
日
：
毎
月
１
回　
第
４
木
曜
日

　
初
期
集
中
ケ
ー
ス
３
件　
相
談
ケ
ー
ス
22
件

(3)
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
連
携
体

　
制
の
構
築

○
認
知
症
市
民
向
け
啓
発
、
物
忘
れ
・
介
護

　
相
談
の
開
催

　
池
田
小
学
校
内　
文
化
祭
に
て
実
施

○
認
知
症
カ
フ
ェ
の
企
画
、
運
営
支
援

・
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
開
催
日
：
毎
月
１
回　
第
２
水
曜
日　

基
本
方
針
３



(4)
緊
急
時
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

(5)
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

　
実
践
地
区
：
３
地
区

(6)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
市
空
屋
等
対
策
協
議
会

○
大
田
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

　15．
災
害
時
に
も
強
い
地
域
づ
く
り

(1)
災
害
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動

　
相
談
件
数
：
９
件

　
活
動
件
数
：
18
件

　
活
動
日
数
：
12
日

　
活
動
者
数
：
延
75
名

・
被
災
地
支
援
活
動
の
推
進（
ひ
よ
り
の
会
）

　
開
催
実
績
：
12
回

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
の
推
進

　
登
録
者
：
66
名

(2)
島
根
県
西
部
地
震
か
ら
７
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
（
防
災
カ
フ
ェ
）

　
来
場
者
：
64
名

(3)
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

　
参
加
者
数
：
50
名

(4)
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
参
加
者
数
：
９
名

(5)
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
市
町
村
モ
デ
ル
事
業

(6)
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
活
動
推
進
事
業

(7)
災
害
時
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

(8)
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
へ
の
職
員
の
登
録
及
び
派
遣

　
福
祉
専
門
職
登
録
者
数
：
６
名（
社
会
福
祉
士
）

(9)
島
根
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
災
害

　
時
支
援
協
定
に
基
づ
く
被
災
者
支
援
活
動

　
　【

福
祉
団
体
等
事
務
局
の
受
託
】

(1)
大
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

(2)
大
田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

(3)
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
大
田
市
地
区

(4)
大
田
市
共
同
募
金
委
員
会

(5)
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

（５）社協だより 第125号 2026.8

・
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
カ
フ
ェ

　
開
催
日
：
毎
月
１
回　
第
４
水
曜
日　

○
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
月
間　
ポ
ス
タ
ー
展
示

○
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
し
ま
ね

　
参
加
人
数
：
69
名

○
オ
レ
ン
ジ
ラ
ン
プ
上
映
会
：
３
回　
参
加

　
者
数
：
１
１
７
名

○
大
田
市
立
病
院
「
病
院
ま
つ
り
」
に
認
知

　
症
を
考
え
て
み
よ
う
！
の
ブ
ー
ス
出
展

　
参
加
者
：
６
０
０
名（
う
ち
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

　
ト
実
施
：
45
名　
認
知
症
ク
イ
ズ
：
35
名
）

○
認
知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
研
修
：
３
回　
参
加
者
数
49
名

(4)
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

(5)
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

　
実
施
回
数
：
８
回　
定
期
開
催
：
４
回

　
出
前
講
座
：
４
回　
参
加
人
数
：
１
２
９
名

(6)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議

○
大
田
市
生
涯
現
役
・
い
ぶ
し
銀
が
支
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

○
大
田
圏
域
難
病
対
策
地
域
協
議
会

○
島
根
県
高
次
能
機
能
障
が
い
支
援
事
業
大

　
田
圏
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

○
大
田
地
域
保
健
医
療
対
策
会
議
医
療
介
護

　
連
携
部
会

○
大
田
圏
域
入
退
院
連
携
検
討
委
員
会

○
島
根
県
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
会

　9．
子
ど
も
の
権
利
擁
護
の
推
進

(1)
子
育
て
世
帯
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
交
流

　
の
促
進
に
向
け
た
取
組
み

・
情
報
発
信
ツ
ー
ル「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

　
ン
ト（
す
く
す
く
お
お
だ
っ
子
）」の
運
用

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
数
：

　
２
４
９（
令
和
８
年
３
月
末
日
時
点
）

(2)
子
育
て
サ
ロ
ン
、サ
ー
ク
ル
等
へ
の
活
動
支
援

・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
状
況
の
把
握

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
７
件　
サ
ロ
ン
訪
問
：
３
件

(3)
ふ
た
ご
親
子
交
流
事
業

・
ワ
ク
ワ
ク
交
流
会
in
穏

　
参
加
者
数
：
１
組
３
名

　
発
行
回
数

　
①
広
報
お
お
だ　
：
年
12
回

　
②
市
議
会
だ
よ
り
：
年
４
回

　
③
社
協
だ
よ
り　
：
年
６
回

　
④
身
障
の
友
大
田
：
年
３
回

　
⑤
暮
ら
し
の
情
報
、
健
康
診
断
や
不
燃
物

　
　
収
集
等
の
年
間
予
定
表
：
各
年
１
回

(2)
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し

・
車
い
す
の
貸
出
し

　
貸
出
件
数
：
43
件（
貸
出
延
べ
台
数
64
台
）

(3)
会
議
等
へ
の
参
画

○
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
連
絡
会
議

○
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

○
大
田
・
邑
智
地
域
生
活
支
援
会
議

　11．
虐
待
防
止
施
策
の
推
進

(1)
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
事
案
対
応

　
対
応
件
数
11
件
（
継
続
９
件
、
終
結
２
件
）

(2)
虐
待
防
止
研
修
会
の
開
催
：
７
回（
参
加
者
98
名
）

　
　
　
　
　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　12．
再
犯
防
止
施
策
の
推
進

(1)
関
係
機
関
と
連
携
し
た
更
生
支
援

・
更
生
支
援
対
象
者
数
：
８
名

・
連
携
先　
松
江
保
護
観
察
所
、
保
護
司
、

　
弁
護
士
、
法
テ
ラ
ス

・
利
用
サ
ー
ビ
ス　
食
糧
支
援
、衣
類
ド
ラ
イ

　
ブ
、法
律
相
談
、債
務
整
理
、誰
で
も
ス
マ
ホ

　13．
社
会
的
取
組
み
に
よ
る
自
死
対
策
の
推
進

(1)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
自
死
対
策
専
門
部
会

○
大
田
圏
域
精
神
保
健
医
療
福
祉
連
絡
会
議

　
並
び
に
自
死
総
合
対
策
連
絡
会

　14．
安
心
し
た
地
域
生
活
の
基
盤
と
な
る
環
境
の
整
備

(1)
物
品
貸
出
事
業

・
貸
出
利
用
者
数
：
10
名（
貸
出
物
：
洗
濯
機
、

　
冷
蔵
庫
、炊
飯
器
、ガ
ス
コ
ン
ロ
等
14
品
）

(2)
住
居
確
保
配
慮
者
の
居
住
支
援

・
居
住
支
援
：
11
名

(3)
大
田
市
営
住
宅
入
居
に
お
け
る
緊
急
連
絡

　
人
届
出
支
援

基
本
方
針
４

・
わ
く
わ
く
交
流
会

　
参
加
者
数
：
４
組
12
名

(4)
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
の
運
営

○
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
の
開
催
：
２
回

　
参
加
者
数
：
35
名

○
子
育
て
サ
ロ
ン
交
流
会
の
開
催

・
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト　
七
夕
会

　
参
加
者
数
：
14
組
28
名

・
第
２
回
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト

　
参
加
者
数
：
７
組
15
名

(5)
会
議
等
へ
の
参
画

○
大
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

○
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
母
子
保
健

　
専
門
部
会

○
大
田
市
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
会
議

○
大
田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会

　10．
障
が
い
の
あ
る
人
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
）
の

　
権
利
擁
護
の
推
進

(1)
障
が
い
者
社
会
参
加
促
進
事
業

○
生
活
訓
練
事
業

〈
視
覚
障
が
い
者
の
集
い
〉

　
参
加
者
数
：
25
名（
視
覚
障
が
い
者
：
10
名
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：
12
名
、
ス
タ
ッ
フ
：
３
名
）

〈
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業【
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業
】〉

　
参
加
者
数
：
40
名（
障
が
い
者
：
25
名
、ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
：
９
名
、手
話
通
訳
・
ス
タ
ッ
フ
：
６
名
）

○
重
度
身
体
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業

　
年
間
延
利
用
者
数
：
83
名

　
年
間
稼
働
日
数
：
82
日
（
運
行
用
務
：
受

　
診
・
リ
ハ
ビ
リ
、
買
物
な
ど
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
活
動
者
数
：
１
６
３
名

○
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

　
登
録
団
体
数
：
29
団
体

　
利
用
団
体
数
：
25
団
体

　
運
行
回
数
：
42
回

○
点
字
・
声
の
広
報
の
発
行

・
点
字
広
報
等
の
作
成

　
依
頼
件
数
：
６
件

・
声
の
広
報
の
発
行

　
利
用
者
数
：
13
名



社協だより 第125号 2026.8（６）

当期末支払資金残高　12,469,853円

人件費支出
250,798,407

支出合計
346,262,786円

事務費支出 13,334,903

助成金支出 19,359,703
貸付事業費支出 360,000

その他の活動による支出
　　13,923,625

その他の支出 766,597
負担金支出 528,405

積立資産支出 6,000,000

事業費支出 41,191,146

事業収入 4,169,635
負担金収入 1,046,000

その他の収入 7,388,287
受取利息配当金収入 276,602
介護保険事業収入 32,333,360

貸付事業収入 332,000

積立資産取崩収入 5,300,000
その他の活動による収入 13,399,545

県社協受託金収入
16,242,400

前期末支払資金残高 5,825,869

寄付金収入 5,392,200 
会費収入 9,492,600

共同募金
配分金収入
6,310,135

大田市受託金収入
214,429,006

大田市補助金収入
36,795,000

（単位：円）

財　産　目　録
期間：令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

資金収支決算

収入合計
358,732,639 円

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

（
令
和
8
年
6
月
〜
令
和
8
年
7
月
受
付
分
順
不
同・敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・
川
合
球
友
会
リ
バ
ー
ス

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

以
上
、６
６
０
，０
０
０
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、古
切
手
、

プ
ル
タ
ブ
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、日
本
赤
十

字
社
を
通
し
て
被
災
地
に
送
ら
れ
、各
被
災
県
に
設

置
さ
れ
る
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
、

全
額
が
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
支
援
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
田
　
原
田
　
　
修

波
根
　
小
林
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令和８年３月31日（単位：円）

〇負債の部

負債の部合計
差引純資産

金　額資産・負債の内訳

固定負債
退職給付引当金

流動負債
事業未払金
未払費用
預り金

流動資産

金　額資産・負債の内訳
〇資産の部

現金
普通預金
事業未収金
未収補助金
前払費用
立替金

資産の部合計

固定資産
基本財産
　定期預金
その他の固定資産
　車輌運搬具
　器具及び備品
　民生融金貸付金
　退職手当積立基金預け金
　地域福祉推進活動積立金
　災害復興支援積立金
　その他の固定資産

12,465,824

79,395,170
79,395,170
91,860,994
122,351,204

4,854,151
7,073,934
537,739

24,935,677
0

18,407,628
6,187,910

0
76,752
263,387

214,212,198

189,276,521
3,000,000
3,000,000

186,276,521
2,075,247
291,334
1,471,000
79,395,170
99,989,000
3,000,000
54,770



＼令和８年度 介護予防活動実施団体交流会／

社協だより 第125号 2026.8（７）

9・10月

大田市民センター４階
17：00～20：00（最終受付 19：30）

参加費

10/23（金）10/23（金）10/23（金）
子ども：無料 おとな：200円予約受付

開始日 10/13（火）

9 /２5（金）9/２5（金）9/２5（金）

申　方法

地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂

予約受付
開始日 9/7（月）

こねくと食堂 開催のお知らせこねくと食堂 開催のお知らせ

混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）です。お名前、参加
人数、時間帯をお知らせください。予約は、電話（0854-82-0091）
または右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

＼移動介助ボランティア養成講座を開催します／＼移動介助ボランティア養成講座を開催します／

申込・問合せ先 大田市社会福祉協議会 地域福祉課

＼移動介助ボランティア養成講座を開催します／

＼令和８年度 介護予防活動実施団体交流会／＼令和８年度 介護予防活動実施団体交流会／

※但し、演習として「食事介助体験」を
行いますので弁当代850円が必要です。

9月6日（日）10:30～15:00
石見銀山世界遺産センター

視覚障がい者移動介助ボランティア養成講座

　本講座では、視覚障がいに関する理解を深めるとともに、移動介助に
必要な知識と技術について、実技を交えながら学びます。

●講義や食事介助体験など

お申込みはこちら
からでも出来ます

無料
定員
受講料
15名程度（申込み順）

電話：0854-82-0091 FAX：0854-82-9960（担当：島田幹・大久保・大迫）

／ ＼

以前受講された
方も大歓迎です！

　７月29日、大田市民センターにおいて「令和８年度 介護予防活動実施団体交流会」を
開催しました。この交流会は、地域介護予防活動実施団体相互の情報交換と必要な知識を
共有することで、今後のサロン活動の活性化を図ることを目的として例年実施しています。
　今年は、講師に長坂行博医師と長坂玲子さんをお迎えし、Ｄｒ.長さん＆れいこの心と
身体の健康講演 コンサート「奇跡のいのちにありがとう！」と題して、生命の奇跡や身体・
栄養・食事の関係について講演、お二人による心温まるコンサートをいただきました。
　情報交換会では、事前アンケートをもとに日々の活動の良かった点や工夫している点な
どについて情報交換し、今後のサロン活動の活性化に向けた話し合いができました。
　また当日は「ひとり一品運動」を行い、たくさんの食品を
ご寄贈いただきました。ご寄贈いただいた食品は、生活に
困窮している方などに提供します。ご協力ありがとう
ございました。



大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第125号 2026.8（８）

ＶＲを活用し、認知症の症状を一人称で
体験していただきます。当事者視点で感
じ、考えていただきながら、認知症のある
方との関わりについて考えていきます。

9：30～11：00

［大田市地域包括支援センター］
（0854）83ー7766

定員25名

9/13（日）
令和８年 9：30～12：00

市民センター４階 軽運動場

ＶＲ認知症体験会

★事前申込必要 ★申込不要

「認知症の方への対応と
予防のヒント」  

「認知症の方への対応と
予防のヒント」  

「認知症の方への対応と
予防のヒント」  

センター長 医師安田 英彰

ＶＲ体験のみ、講演のみの参加もできます

11：00～12：00

大田圏域認知症疾患医療センター

大田圏域認知症疾患医療センター（石東病院）（0854）82ー1035大田市地域包括支援センター （0854）83ー7766

講師

～未来の自分と

家族のために～

大田市地域包括支援センターと大田圏域認知症疾患医療センター（石東病院）
では、認知症への理解を深めるイベントを開催します。ぜひご参加ください。

受講料
無料

認知症を考える日考える日認知症を

申込先

講 演

 

大田市民生児童委員協議会より

令和８年度 児童福祉部会研修会を開催しました令和８年度 児童福祉部会研修会を開催しました
　令和８年６月29日、児童福祉部会研修会を開催しました。
　今回は、大田市教育委員会より指導主事の八波直樹さんと、
市内で活動されている３名のスクールソーシャルワーカー、
兒島ミユキさん、永野牧さん、山根紀和子さんに来ていただき、
『学校と福祉の連携』との視点から、学校内や地域でこどもたち
と関わりを持たれている中で感じる課題や現状について、その
体験をもとにお話しいただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　島根県内や大田市内の現状について知るとともに、一つの課題
　　　　　　　　　　　　　　　ありと捉えられがちだが、実は複数の課題を合せ持つ例が沢山あ
　　　　　　　　　　　　　　　ることを教えていただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　大切なのは、問題があると捉えられるこどもの行動の背景を知
　　　　　　　　　　　　　　　ろうとすることで、「気になる子」、「課題のある家庭」は、『困って
　　　　　　　　　　　　　　　いるかもしれない子』、『支援が行き届いていない家庭』だと捉え
　　　　　　　　　　　　　　　直すことが大切であると学びました。
　　　　　　　　　　　　　　　　今回の研修では、普段関わる機会の少ないスクールソーシャル
ワーカーがどのような活動をされているのか、また、こどもたちやその家族と日々どう向き合い、
どんな葛藤や喜びの中で支援しておられるか、などについ
て聞かせていただく貴重な時間となりました。
　身近な地域で生活をしているからこそ気づけることがあ
り、気になる世帯があれば適切な声掛けや、事実をもって
報告を行うこと、日頃からつなぎ先を明確にしておき、適切
なつなぎ先につないでいくことが大切だと学びました。

大田市民生児童委員協議会より

お問い合わせ


